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● 117号 1

Part 3　教育機関における建設技術者人材育成 1
2
3
4

はじめに1
高専制度ができてから40数年が経過し、実験と実

習を重視した高専のものづくり教育は広く認められ
るところとなった。岐阜高専は昭和38年に設置さ
れ、創立以来、即戦力となる技術者を育成し続けてい
るが、平成7年度には専攻科設置、平成16年4月1日
に独立行政法人国立高等専門学校機構設置、同年5月
にJABEE技術者教育プログラムが認定されるなど
大きな変革を経て現在に至っている。環境都市工学
科も平成5年に土木工学科から改組されると同時に
大きなカリキュラム変更が行われた。
本学科での、情報技術IT（Information Technology）
教育は、すでに平成5年度の改組の頃から行われてお
り、学校としては文部科学省現代的教育ニーズ取組
支援プログラム（現代GP：Good Practice）に2件採
択（平成16～18年度：単位互換を伴う実践型講義

配信授業、平成17～19年度：創発的なものづくり
リテラシー教育活動）され、問題解決型授業PBL
（Problem Based Learning）を含めて学生の自発的
な学びを啓発するための教育内容の開発、“自発的な
学び"にインセンティブを与える教育方法など約10
年の実績がある。
本 校 の 情 報 通 信ICT（ I n f o rma t i o n  a n d 

Communication Technology）教育は、平成26～31
年度に採択された「文部科学省大学教育再生加速プ
ログラム（AP）：テーマⅠ・Ⅱ複合型（アクティブラー
ニング導入とその学習成果の可視化）」に関する予算
措置、たとえば平成26年導入のコンテンツサーバー
（学習管理システムLMS：Learning Management
System用、データベース用）1）などの充実（写真－1
参照）により飛躍的に加速したといえる。

外部講師によるICTに関する講習
事例2

国土交通省は建設現場の生産性向上に向け
て、測量・設計から、施工、さらに管理にいたる
全プロセスにおいて、情報化を前提とした新基
準「i-Construction」を2016年度より導入した。この
ような建設業界の動向については、現場の最前線で
活躍している技術者から学ぶことが重要である。本
学科では、これまでにも卒業生等を含む外部講師に
よる特別講演や現場見学会を積極的に実施し、高い
評価を得ている2）。平成29年度は、本学科3・4年生を
対象にした「ICT講座」（9月28日（木）9：00～12：
10）、本学科3・4年生（建築学科3・4年生合同）を対象
にした「電子入札に関わる情報セキュリティ」（9月

高等専門学校でのICT教育
～岐阜高専環境都市工学科での取組事例～

教育機関における建設技術者人材育成

岐阜工業高等専門学校　
環境都市工学科　講師

岐阜工業高等専門学校　
環境都市工学科　学科長　教授 菊　雅美吉村優治

KIKU MasamiYOSHIMURA Yuji

写真－1　 コンテンツサーバー（LMS用、データベース用）
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● 117号2

28日（木）13：00～14：30）、本学科3・4年生および
先端融合開発専攻1年を対象とした「道路・交通業務
におけるIoT・ビッグデータの活用事例と今後の展
望」（12月7日（木）13：00～14：30）など、建設業界の
ICTに関わる講習を数多く実施した。このうち、「ICT
講座」は、国土交通省中部地方整備局が日本建設機械
施工協会中部支部と合同で、岐阜県で初めて土木系
学生のために開催したICT講座であり、建通新聞の1
面にも大きく取り上げられた3）。本講座では、地上
レーザースキャナの3次元データを使った教室内再
現や、UAV（ドローン）による測量の紹介と操縦体験
（写真－2参照）が行われた。本学科では、測量の習得
を目的として、2～4年次に測量学、2・3年次に測量実
習を実施しているが、巻き尺やセオドライト、レベル

といった基本的な機器を使用した測量方法の修得に
留まっている。2～5年生に測量の授業・実習に関す
るアンケートを実施したところ、図－1に示すよう
に、回答者164名のうち9割以上の学生が最新の測量
技術に興味を持っており、6割以上の学生が最新の測
量技術を実際にやってみたいと答えた4）。学生の測
量への関心度を高めるためにも、国土交通省や日本
建設機械施工協会の協力を得て、今後も最新の測量
技術について体験する取り組みを積極的に活用した
いと考えている。
また、毎年、岐阜県および一般社団法人岐阜県建設
業協会によって女性限定の現場体験バスツアーが実
施されている。平成28・29年度に本学科の女性教職
員と女子学生がこのツアーに参加し、ドローンによ
る測量やICT建機による施工技術を体験した。本学科
では約3割が女子学生であり、卒業後のキャリアパス
の参考にしてもらうためにも、今後も外部機関が実
施する見学会への積極的な参加を勧めていく。

授業および実験へのICTの導入3
本学科では、前述のLMSが様々な授業・実習に導
入されている。LMSを活用している授業・実習例と
して、3年生の水理学Iおよび4年生の水理実験を取り
上げる。
水理学は、土木工学の中でも最も基本的な科目の1
つであるが、現象を想像しにくく、苦手意識をもつ学
生が少なくない。水理学への理解を深めるためには、
演習問題を数多く解くことが重要となるが、授業時
間の中で取り組める演習問題の数には限りがある。
そこで、時間外学修を促進させるためのLMSコンテ
ンツを整備し、受講者に公開した。公開したコンテン
ツは、 図－2および図－3に例示する小テストモ
ジュールを用いた演習問題と、授業資料である。
LMSには、小テストモジュールとして多肢選択問題
や計算問題など多様な出題形式が提供されているこ
とから、水理学に関する語句問題・式の導出・計算問
題など様々な形式の演習問題を作成した。計算問題
は、取り組むたびに表示される数値が変わるため、学
生は繰り返し問題に取り組むことができる。また、コ
ンテンツを利用した学生の声を受けて、小テストモ

図－1　 最新の測量技術に興味はあるか聞いた質問に
対する回答

写真－2　 ICT講座：最新の測量技術（（株）シーティーエス、9月28日）
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Part 3　教育機関における建設技術者人材育成 1
2
3
4

ジュール内のフィードバック機能により、演習問題
の解説を詳しく記述するようにした。学生の利用状
況を確認したところ、時間や曜日に関わらず、コンテ
ンツを利用していることがわかった。授業資料につ
いては、普段から閲覧している様子が認められた。一
方、演習問題は、定期試験前の利用が増加しており、
試験勉強の一環として取り組む学生が多いと考えら
れる。
実験は、座学によって学んだ理論を実体験によっ
て体得する重要な機会である。しかし、従来の実験で
は、理論的な知識や実験方法を理解しないまま実験
に臨み、教員に手順を説明されるまで実験を始めら
れないという時間的な無駄が生じていた。また、計測
値から多くの結果を整理する中で、計算方法を誤っ
てしまうことが少なくなく、その間違いに学生だけ

で気づくことは困難であるため、誤った計算結果に
基づいて考察を行っている様子もみられた。さらに、
実験値と理論値の差を単なる人為的誤差と結論づけ
る学生が多く、実験を通じて理論を理解していると
はいい難い状況であった。そこで、水理実験の本来の
目的である主体的・能動的な実験を通じた理論の体
得を実現するため、水理実験用教材を作成した5）。作
成した教材は、実験の説明動画（図－4参照）、予習ク
イズ（図－5参照）、正誤判定用データシート、ディス
カッション用の考察シートである。実験の説明動画
と予習クイズはLMSで受講者に公開し、実験前の受

図－2　演習問題の一例

図－3　授業資料の一例

管路における層流・乱流
管路における層流・乱流の説明動画

図－4　 Moodleに掲載した実験の説明動画の例

図－5　 予習クイズにおけるポイントゲージの問題例
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講を実験参加の条件とした。実験中は、前述のAP事
業によって整備されたタブレット端末を学生に貸し
出し、正誤判定用データシートを用いたデータ整理
と、班員同士によるディスカッションを通じた考察
シートへの回答を促した。実験後は、LMS上への
データシートの提出を義務づけ、データ整理の最終
確認結果やグラフの描き方などをLMSのフォーラ
ム機能により通知した。
開発した教材を利用した4年生41名を対象にアン
ケートを実施したところ、コンテンツがあったこと
で能動的・主体的に水理実験に取り組めたと思う学
生は図－6のように9割以上に達した。開発した教材
により、水理実験の本来の目的である能動的・主体的
な学びを実現できたといえる。

おわりに4
本校の情報通信ICT教育は、2で紹介したように、

外部講師による講習や女性限定ではあるが現場体験
バスツアー（今年度、筆者の一人が主催者に申し出を
行ったところ、平成30年度からは男性の参加も認め
られる予定である。）により、現場のICT導入状況等を
知り、さらには現場の最前線で活躍している技術者
から学ぶことによって行ってきた。また、平成26～
31年度に採択された「文部科学省大学教育再生加速
プログラム（AP）：テーマⅠ・Ⅱ複合型（アクティブ

ラーニング導入とその学習成果の可視化）」に関する
予算措置により学内の教育環境が整ったことから、3
で紹介したようにコンテンツサーバーを利用した水
理学Iや水理実験のように自学自習コンテンツの制
作が進み、より能動的・主体的な学びを実現しつつ
ある。
しかしながら、2で述べたように、たとえば測量の
授業・実習に関して実施したアンケート回答者の9割
以上の学生が最新の測量技術に興味を持っており、6
割以上の学生が最新の測量技術を実際にやってみた
いと答えているが、学内に準備されている測量機材
ではこの要望に応えられないのも事実である。
今後も、本校に導入された情報通信ICT関連器機を
有効に活用し、また、現場のICT導入状況に学校での
教育が近づけるよう、学科の全教員が協力して、ICT
教育（ICT活用および現場ICT導入）に取り組みたい
と考えている。

謝辞：本学科のICT教育は、本校が平成26年度に採択
された「文部科学省大学教育再生加速プログラム
（AP）：テーマⅠ・Ⅱ複合型（アクティブラーニング導
入とその学習成果の可視化）」経費、そして、国土交通
省中部地方整備局、日本建設機械施工協会中部支部、
（株）シーティーエスらの支援により、円滑に進めら
れています。ここに記して謝意を表します。
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図－6　 実験に主体的・能動的に取り組めたかを聞いた
質問に対する回答
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